
内
閣
衆
質
一
五
六
第
二
号

平
成
十
五
年
二
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

綿

貫

民

輔

殿

衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
公
共
事
業
受
注
企
業
へ
の
公
務
員
の
再
就
職
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。

平
成
十
五
年
二
月
二
十
八
日
受
領

答

弁

第

二

号



衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
公
共
事
業
受
注
企
業
へ
の
公
務
員
の
再
就
職
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

平
成
十
三
年
度
に
各
府
省
が
発
注
し
た
工
事
の
府
省
ご
と
の
契
約
金
額
が
多
い
上
位
百
位
ま
で
の
企
業
の
名
称
及
び
当
該

企
業
の
過
去
五
年
間
の
年
度
ご
と
の
契
約
金
額
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
、
三
及
び
五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
国
家
公
務
員
、
特
殊
法
人
及
び
独
立
行
政
法
人
の
職
員
並
び
に
各
種
法
令
で
み
な
し
公
務
員
と
さ
れ
て
い
る
者

の
再
就
職
後
の
状
況
は
、
公
務
を
離
れ
た
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
り
、
一
般
に
政
府
が
把
握
す
べ
き
立
場
に
な
い
こ
と
か

ら
、
お
尋
ね
の
事
項
す
べ
て
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

な
お
、
各
省
庁
の
職
員
で
平
成
十
一
年
八
月
十
六
日
か
ら
平
成
十
三
年
八
月
十
五
日
ま
で
の
間
に
課
長
相
当
職
以
上
で
退

職
し
た
も
の
の
再
就
職
状
況
に
つ
い
て
は
「
中
央
省
庁
等
改
革
の
推
進
に
関
す
る
方
針
」
（
平
成
十
一
年
四
月
二
十
七
日
中

央
省
庁
等
改
革
推
進
本
部
決
定
）
を
受
け
、
各
府
省
の
職
員
で
平
成
十
三
年
八
月
十
六
日
か
ら
平
成
十
四
年
八
月
十
五
日
ま

で
の
間
に
企
画
官
相
当
職
以
上
で
退
職
し
た
も
の
の
再
就
職
状
況
に
つ
い
て
は
「
公
務
員
制
度
改
革
大
綱
」
（
平
成
十
三
年

十
二
月
二
十
五
日
閣
議
決
定
）
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
既
に
公
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
公
表
さ
れ
て
い

一



る
者
の
う
ち
別
表
第
一
に
掲
げ
る
企
業
へ
再
就
職
し
た
者
の
総
人
数
及
び
出
身
別
の
内
訳
並
び
に
公
表
に
係
る
年
度
ご
と
の

人
数
及
び
出
身
別
の
内
訳
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
表
第
二
及
び
別
表
第
三
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
、
特
殊
法
人
及
び
独
立
行
政
法
人
並
び
に
み
な
し
公
務
員
規
定
の
あ
る
認
可
法
人
及
び
特
別
の
法
律
に
よ
り
設
立
さ

れ
る
民
間
法
人
の
退
職
者
（
以
下
「
特
殊
法
人
等
の
退
職
者
」
と
い
う
。
）
で
平
成
十
四
年
九
月
一
日
現
在
で
そ
の
子
会
社

及
び
そ
の
発
注
に
係
る
額
の
売
上
高
に
占
め
る
割
合
が
三
分
の
二
以
上
で
あ
る
法
人
（
以
下
「
子
会
社
等
」
と
い
う
。
）
の

役
員
に
就
い
て
い
る
も
の
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
「
特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化
計
画
」
（
平
成
十
三
年
十
二
月
十
九
日
閣
議

決
定
）
、
「
公
務
員
制
度
改
革
大
綱
」
及
び
「
特
別
の
法
律
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
民
間
法
人
の
運
営
に
関
す
る
指
導
監
督
基

準
」
（
平
成
十
四
年
四
月
二
十
六
日
閣
議
決
定
）
に
基
づ
き
、
各
法
人
に
お
い
て
既
に
公
表
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
に
公
表
さ
れ
て
い
る
者
の
う
ち
別
表
第
一
に
掲
げ
る
企
業
へ
再
就
職
し
た
者
の
人
数
及
び
出
身
別
の
内
訳
は
、
別

表
第
四
の
と
お
り
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

国
家
公
務
員
の
営
利
企
業
へ
の
再
就
職
に
つ
い
て
は
、
公
務
の
公
正
な
執
行
の
確
保
の
要
請
と
退
職
し
た
国
家
公
務
員
の

職
業
選
択
の
自
由
等
と
の
調
和
を
図
る
た
め
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
百
三
条
第
二
項
及

二



び
第
三
項
に
お
い
て
、
国
家
公
務
員
は
、
人
事
院
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
人
事
院
の
承
認
を
得
た
場
合
を
除
き
、
離

職
後
二
年
間
は
、
営
利
企
業
の
地
位
で
、
そ
の
離
職
前
五
年
間
に
在
職
し
て
い
た
人
事
院
規
則
で
定
め
る
国
の
機
関
又
は
特

定
独
立
行
政
法
人
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
も
の
に
就
く
こ
と
を
承
諾
し
又
は
就
い
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
と
と
も
に
、

同
条
第
九
項
に
お
い
て
、
人
事
院
は
、
毎
年
、
そ
の
承
認
の
処
分
に
関
し
、
承
認
に
係
る
者
の
官
職
、
承
認
に
係
る
営
利
企

業
の
地
位
、
承
認
し
た
理
由
等
を
国
会
及
び
内
閣
に
対
し
て
報
告
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
独
立
行
政
法
人
の
う

ち
そ
の
役
員
及
び
職
員
が
国
家
公
務
員
の
身
分
を
有
す
る
特
定
独
立
行
政
法
人
に
つ
い
て
も
、
そ
の
再
就
職
に
関
し
基
本
的

に
国
家
公
務
員
と
同
様
の
取
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
営
利
企
業
へ
の
再
就
職
の
規
制
は
適
正
に
行
わ
れ
て

い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

特
殊
法
人
等
の
退
職
者
の
子
会
社
等
へ
の
再
就
職
に
つ
い
て
は
、
二
、
三
及
び
五
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
各
法
人

に
お
い
て
そ
の
状
況
を
公
表
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
透
明
化
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

地
方
公
務
員
の
営
利
企
業
へ
の
再
就
職
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
住
民
の
不
信
を
招
か
な
い
よ
う
十
分
留

意
し
て
対
処
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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